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。●１年１組：熊本県での学童疎開時の、寒く・寂しく・ひも

じかった体験を話す大城誠守さん（字神里）

●１年２組：防空ずきんを使い当時の様子を話す城
間ミネ子さん（字兼城）。生徒からは「戦争中は何
を食べていたのですか？」等の質問もありました。

●１年３組：赤嶺幸雄さん（字宮平）「戦後の話も
したが生徒からは、復帰やドル紙幣についての質問
もあり関心が高いと思いました。」

●１年４組：花城キヨさん（字新川）は、「今の素
晴らしい世の中に生まれて、自分たちは幸せと感じ
てほしい」と生徒に語りました。

●１年７組にお孫さんがいる比嘉清子さん（字兼城）
は、「今まで胸に秘めていたものを、孫のおかげでみ

●１年６組：「戦争で亡くなった人たちも１００才まで
生きたかったと思う。平和の礎には、友達の名前がいっ

●１年５組：「準備していた事を全部話すことができま
した。マラリアについての質問もあり、生徒のみなさん

南風原町教育委員会

生涯学習文化課
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あなたも学校の応援団になりませんか？ ボランティア募集中！
　★未来を担う南風原町の子ども達を地域で育てましょう★

んなに話すことができて、ほっとしています。」と、
形見の着物を見せながら話してくださいました。

ぱいあります。戦争は生きている人も一生苦しい思いを
します。」と語る末吉ツル子さん（字宮平）。

は熱心に聴いてくれました。伝えたいことが伝えられた
と思います」と、宮城信敏さん（北丘ハイツ）


